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The First Amendment and Removing Books from School Libraries: 
Introduction to U.S. Court Cases. 
Minoru MAEDA 
Y oshitaka KA W ASAKI 
図書館は思想の市場である。紙媒体に刷り込まれた思想、が本棚に集まり互いに自己を主張し

































































































Presidents Council， District 25 v. Community School Boαrd No. 25， No. 71-C-601 (E.D.N.Y.， 
August 4， 1971) 
【事実】






















カ一事件くTinkerv. Des Moines Independent Community School District， 393 U.S. 503 
(1969))を指摘した。第二に、わいせつでない図書の提供を教育委員会に要求するについてギ
ンズバーグ事件くGinsbergv. 1¥Tew York， 390 U.S. 629 (1968))を指摘した。第三に、教育委
員会は親を通じて貸出すという「親代替方針」を決定したが、この措置はレイモント事件判決






























































































Minarcini v. Strongsville City School District， 384 F. Supp. .698 (1974) 
【事実】
1972年春、英語課は次年度の教科書推薦リストを作成して、学科主任を通じて教育委員会が
購入するよう推薦した。そのなかに現代文学コースの必須教科書として J・へラー (J.Heller) 
の『キャッチ=22J(0，αtch22. 1969 ;飛田茂雄訳、 1977)が入っていた。教科書検討市民委員
会が推薦リストを検討した後、教育委員会は『キャッチ=22Jを使用しないと決定し、後日、
第二候補であるK・ヴォネガット， ジュニア (K.Vonnegut， Jr.)の『ローズウォーターさ
ん、あなたに神のお恵みをJ(God Bless You， Mr. Rosewαter)の使用も拒否した。さらに、
























































































@施設としての学校図書館の性格 図書館は知識の貯蔵庫である O ひとたび公立学校に図書館
が設置された場合、州は生徒の利益のために、重要な特権を授けたことになるO その時々の教
-109-
京都大学生涯教育学・図書館情報学研究 vol. 2. 2003年
育委員会のメンバーが、不愉快であるとか承認しがたいとの理由で蔵書を取捨し、この特権を
剥奪するようなことがあってはならなL、。もちろん使い古されたり、時代遅れになる図書もあ






























Right to Read Defense Committee v. School Comniitee ofthe City of Chelse仏 454F. Supp. 




Femαle under 18， 1973)を禁じたため、図書館員およびチェルシ一読書の権利擁護委員会が
合衆国裁判所に提訴した。問題となったのはー篇の詩であるO
r若い女性にとっての大都市J(The City toαYoung GirZ) 
都市。性欲で舌なめずりをする100万もの男性。私の肉体を求めて叫んでいるO 通りは長いベ



































ある動機が合憲性を左右する場合があると最近認めたくMountHealthy City Boαrd of Edu-
cαtion v. Doyle， 429 U.S. 274 (1977))。また、自発的な州の行為が結果として憲法上の制約
を受けることは、よく知られている憲法原則であるO



















































くMorgαnv. McDonough， 548 F.2d 28 (1st Cir. 1977) >。たとえ強制されずに行動しても、
憲法上保護される利益となるくチェルシ一事件〉。
・わいせつ性 原告は『ミズ』がフェミニストの観点からの調査に適している点と、わいせつ





.パブリック・フォーラム 言論の自由は自発的な語り手を前提とする O しかし、語り手が存
在するならば、保護は、コミュニケーション、供給源、受領者に及ぶ <Virginia Stαte Boαrd 

























































この手続が採択された後に、 P・マン (PatrickMann) の『真夏の午後J(Dog Dαy 























































































































Zykαn v.日Fαrsαω CommunitySchool Corporαtionαnd Wαrsαw School Boαrd 01 Trustees， 
























くTinkerv. Des Moines Independent Community School District)。第一修正が保障する
「思想の市場」の概念は「学問の自由」により保護されており、イデオロギーの強要から学者




らかに、教室内でいくらかの自由の利益をもっているくVirginiαStαteBoαrd 01 Phαrmαcy 






な価値を促進・育成することを含むくAmbαchv. Norwick， 441 U.S. 68 (1979))。その結果、
地域社会は、若い市民のために適当なカリキュラムを選び支持する、正当で重要なやむにやま











的な見方に基づく教育的決定をすることは、一般に許されて適切であるくCαryv. Boαrd 01 


























































































































































































































































Michαel Sheck v. Baileyville School Committee， 530 F. Supp. 679 (1982). 
【事実】
教育委員会がR・グレッサー (RonaldJ. G lasserr )のアメリカ兵士によるノンフィクショ
















受け手とが現実に対面していることを要求しないくVirginiaStαte Board 0/ Pharmαcy v. 
Virginia Citizens Consumer Council， lnc.)。
@図書館の性質 公立学校は、若者が、社会性や個の実現を訓練し発展させる最も重要な公共









く」ことと「好色的興味に訴えるものである」ことが要求されるくMillerv. Calijornia， 413 








@親の権利 直接的、あるいはひどく第一修正に関連するとしても、それだけではおわらな~ io 
資料を生徒に触れさせる効果を決定する際には、親と学校当局へかなりの敬意を与えなければ
ならなし、。親は、子供の教育をコントロールする権利を放棄しないくMeyerv. Nebrask仏 262





























正統性の幕を加える法律を大目に見ることはできないくKeyishiαnv. Boαrd 01 Regents， 385 




Joseph Delcαrpio v. St. TIαmmαnyP，αrish School Boαrd， (1994). 
【事実】























































第 5巡回区合衆国上訴裁判所判決 (1995年 9月)





































































StevαnαCαse v. Uni]ied School District No. 233， 895 F. Supp. 1463 (1995). 
【事実】
カンザス州ジョンソン (Johnson)カウンティ第233統合学区の教育委員会が、 N・ガーデ
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